
9.8 99.8 99.8 99.8 99.8
％

100 100 100 100 - -

政    策 :
基本施策 :
施    策 :

施策担当職・氏名

(２) 施策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No この施策に関わる施策目標指標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 施策を構成する事務事業及び目標値の達成状況
事 務 事 業 名

No 推 移
事務事業目標指標

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績
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後期基本計画 令和　３年度 施策方針評価書

０６ 次代を担う人材の育成と、持続可能な行財政経営を進める部門
０３ 行政経営を支える情報システム基盤の確保
０１ 行政情報システム基盤の円滑な運用

情報システム課 総括主査  熊谷　誉也

１．施策の令和 3年度までの実現状況を明らかにする
(１) 施策の内容

本市の行政サービスへの満足度は、市民が感じる暮らしやすさや幸福感の醸成に対しても、大きな影響を与えるものと考え

ます。この施策では、行政情報システムの安定稼働を確保しつつ、行政サービスの基盤として各分野の施策を支援すること

で、市民の行政サービスへの満足度の向上を間接的に図るものです。また、システム安定稼働のため、情報システム調達の

最適化による財政基盤安定化への寄与、情報化のための人材育成を推進します。

平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 4年度

暮

ら

し

システム安定稼働率

1 100 100 100 100 100 Ｄ
％ 100

100 100 100 - - 0.0

平成30年度 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

978  住基ＬＡＮシステム管理事業

住基LANシステムの安定稼働率（稼働実績／稼働予定時間）
1

100 100 100 100 100 100
％

100 99.9 100 100 - -

988  庁内ＬＡＮシステム管理事業

庁内LANシステムの安定稼働率（稼働実績／稼働予定時間）
2

99.8 9



針

向性】

・滝沢市行政デ

に

ジタルトランスフォー

つ

メーション推進ビジョ

い

ンに基づき施策及び事

て

業展開を進めるととも

の

に、情報セキュリ

ティ

達

ーポリシーの遵守を図

成

ります。

【引継ぎ課題

（

】

・市民サービス向上

実

のため、行政手続きの

現

オンライン化業務の手

）

続拡大に努めていく必

状

要があります。

・情報

況

システム標準化・共通

Ａ

化について、行政運営

達

の効率化が図られるよ

成

う基盤の整備を行う必

し

要があります。

た

Ａ 達成した

(１) 施策の実現に影響する社会環境変化
Ｂ 社会環境変化あり

(２) 基本施策との関連性から施策の見直し
Ａ 必要なし

４．施策の実現に向けての今後の取り組みと方向性を明らかにする

Ｂ 課題あり

様式Ｇ 最終更新日：令和  4年 8月29日 2頁

後期基本計画 令和　３年度 施策方針評価書

０６ 次代を担う人材の育成と、持続可能な行財政経営を進める部門
０３ 行政経営を支える情報システム基盤の確保
０１ 行政情報システム基盤の円滑な運用

情報システム課 総括主査  熊谷　誉也

２．施策の実現に向けての令和 3年度までの取り組み状況を分析する

・「市民サービスの向上」と「行政運営の効率化

政

」に向けて、滝沢市行

 

政デジタルトランスフ

 

ォーメーション推進ビ

 

ジョン

を策定しました

 

。

・オンラインセミナ

策

ー等により、専門的人

:

材の育成を推進しまし

基

た。

・新たに、新型コ

本

ロナ等の感染症や災害

施

発生時における業務継

策

続性、多様な人材の確

:

保等が生産性向上に資

施

することから、

セキュ

 

リティを確保した上で

 

の在宅勤務やテレワー

 

クが可能となるリモー

 

ト環境の構築を図りま

策

した。

(２) 基本計

:

画内の取り組みと方針

施

のうち、令和 3年度

策

の重点課題の達成（実

担

現）状況

【重点課題】

当

・自治体情報セキュリ

職

ティ強靭化対策環境の

・

更新作業を実施し、情

氏

報セキュリティの確保

名

に努めます。

・国のI

(

T戦略の動向とともに

１

内部環境変化への対応

)

を図り、情報システム

 

基盤の安定運用に努め

施

ます。

【重点課題に対

策

する達成状況】

・イン

目

ターネット接続環境及

標

びセキュリティ対策に

の

ついて、現状に合わせ

達

た見直しを行い、更新

成

を実施しました。

・シ

（

ステム審査や調達支援

実

等の庁内活動を通じて

現

、効率的で安定性の高

）

いシステム基盤の最適

に

化に努めました。

３．

向

施策の実現に向けての

け

令和 3年度実施後で

た

の変化を認識する

・新

基

型コロナウィルス感染

本

症対策による新たな生

計

活様式や働き方への転

画

換

・デジタル社会進展

期

に伴う、国のIT戦略

間

（DX)の加速化

政策

内

達成のため、引き続き

の

同一内容の基本施策の

取

実施が必須であること

り

から、見直しの必要は

組

ありません。

(１) 

み

令和 5年度方針策定

と

に際し、今後の方向性

方

や引継課題

【今後の方



政    策 :
基本施策 :
施    策 :

施策担当職・氏名

(４)所管実行計画事業費一覧
事    務    事    業    名

No 分    野    別    計    画
計画額 実績額 比較 (%)

実    施    計    画

様式Ｇ 最終更新日：令和  4年 8月29日 3頁

後期基本計画 令和　３年度 施策方針評価書

０６ 次代を担う人材の育成と、持続可能な行財政経営を進める部門
０３ 行政経営を支える情報システム基盤の確保
０１ 行政情報システム基盤の円滑な運用

情報システム課 総括主査  熊谷　誉也

978  住基ＬＡＮシステム管理事業

39,049 40,551 3.8

988  庁内ＬＡＮシステム管理事業

61,566 40,737 △33.8

16077  住民情報システム更新事業

0 0 0.0


